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委員会報告

委員長　山口雅弘君

先日お尋ねいたしました、スリウォンロータリークラブ田辺

さまのお父様、介護の件ですが、多くの情報をメールやお

電話でいただき感謝申し上げます。ご実家のある袋井ロ

ータリークラブ伊藤さまにも役所へ足を運んでいただき、

ロータリアンの素晴らしさを実感致しました。田辺さまのお

母さまからも、皆様へくれぐれもよろしくお伝えくださいと、

感謝のお言葉をいただきましたので、ご報告させていた

だきます。

ありがとうございました。

臨時理事役員会報告

国際奉仕委員会

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ

第８回理事役員会報告

開催日　　平成２８年２月５日（金曜日）　　ブケ東海三島

出席義務者　鈴木政則・石井邦夫・矢岸貞夫・中山和雄・

　　　　　　　　　岡良森・加藤正幸・服部光弥・兵藤弘昭・　

　　　　　　　　　内田憲一・石井和郎・杉山順一・米山晴敏

オブザーバー・IM委員会

司会者　　石井邦夫

議題

１・プログラム変更・２月第２週～３月第１週まで・石井委員長

変更無し

２・東北震災復興委員会のパネル展示会について・山田

復興委員長

復興委員会が震災パネル展示会を長泉町と交渉し、長泉

町１Fエントランスにて展示会決定。3月7日～3月11日まで

期間。3月4日１７：００から当所で準備。3月11日１７：００から

撤収。絆シール・パネル製作予算１０万円。承認された。

３・２月２０日IMについて・矢岸委員長

送迎バス・三島駅・田町駅経由運行・三島RC１４名・三島

西13名。参加人数・講演会１８８名・親睦会・１６８名（会員数

２６０名）式典プログラム・前回決定通り。設営等・前回決定

通り。予算等・カメラマンは依頼しない、クラブ会員撮影。

IMの多少の追加予算はクラブが負担する、事後報告する

ことで承認された。

４・春の家族会について・杉山委員長

3月27日（日曜日）韮山散策BBQタイムスケジュール10時

例会・反射炉周辺２世界遺産散策・高原ジュースからミス

高原までウオーキング到着後BBQ。

参加者・全員参加・大人（18歳以上）4,000円・小学生～高

校生2,000円・以下無料・全体予算416,250円・なるべくバス

同乗でお願いする。（三島駅、田町駅、ブケ東海）計画、

予算、共に承認された。

５・浜岡原発見学について・石井幹事

浜岡原発を見学する案が出たが『クラブ事業としての委員

会はどこか、PGは』『原発についての賛否両論あり、目的

提示が難しい』『タイムスケジュールが解らない』『日程、予

算等詳細分からず検討出来ない』。来年度以降の検討とした。

　　　

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

どのような逆境にも耐え抜き、失敗を重ね、世の中にもま

れて成長してきたいわゆる苦労人が多い様に思います。

麦は踏まれることにより立派な穂をつけ、樹木は風雪に耐

え抜くために深く根をはる。又、渦潮の中で育った魚は身

も引き締まり、その形はスマートになるといいます。それに

人は判断を迫られた時、自分の知っている範囲でしか答

えが出せないといいますから、良しにつけ悪しきにつけ、た

くさんの経験を積み重ねたほうが、自分を成長させてくれ

るのではないでしょうか。そして、より飛躍する為には力を

溜めなければなりません。スプリングでたとえれば、押し付

けられて圧縮されるからこそ反発する力が強いのであり、

常に伸びきっていては役にたたないものです。人も又、常

に重圧にたえ自分の前に立ちはだかる壁に全力で立ち向

かい、一歩でも目標に近づく様な努力をすれば、又新た

な世界が広がっていくのではないでしょうか。何事もその道

に一生をかけ追い続ける人には終着点はないと私は思い

ます。それが芸の道であれ、物をつくる道であれ、経営者

であっても同じことです。夜が明ければまた太陽の輝く朝

がきますし、明けない朝はないのですから、どんな困難に

合ったとしても、だれの人生にも必ずチャンスは一度とい

わず２度３度来るはずです。そのチャンスを逃さず失敗を

恐れず、前向きに残された人生を進んでまいりましょう。そ

の為には弱気にならず、日ごろの心の鍛錬が大事だと自

分にいい聞かせてはいるものの、思う様にいかないのが人

生なのでしょうか。

幹事報告

ゴルフ同好会

会員誕生日

入会記念日

幹事　石井邦夫君

山本良一君：新年度スタートです。新米の山本と加藤幹

事ですので間違いが多々あると思います。よろしくお願い

いたします。

米山晴敏君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。頑張って下さい。

兼子悦三君：今日から山本年度、また、今年は創立25周

年の年でもあり、忙しいと思いますが、頑張って下さい。

片野誠一君：新年度も宜しくお願いいたします。

中村　徹君：山本、加藤年度が始まりました。創立25周年

記念式典に向け、1年間よろしくお願いします。頑張って

下さい。

太田政人君：山本新会長、いよいよスタートしましたね。1

年もたてば今の私の心境になれます。ガンバッテ下さい。

矢岸貞夫君：いよいよ今日から新年度が始まります。山本

会長、加藤幹事、頑張って下さい。会員全員で応援します。

宮澤正昭君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。

石井邦夫君：山本会長、加藤幹事、本日より一年間頑張

って下さい。期待しております。

杉山　隆君：新年度スタートです。1年間よろしくお願いい

たします。

石井和郎君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

い致します。

久保栄子君：山本会長、加藤幹事、皆様、本年度もよろ

しくお願い致します。

服部光弥君：新年度、初心にもどり気持ちを改めがんばり

ます。山本年度こそは赤タスキと念じていましたが・・。や

っぱり青タスキでした。岡さん、小島君、赤がとってもおに

スマイルボックス

４月２日　山本良一君
４月６日　大房正治君

　さて今日は、基礎代謝に

ついて触れて見たいと思い

ます。誰しも男性は４２歳、

女性は３３歳の厄年を迎え

る頃から悲しいことに体脂

肪の蓄積が始まり、中年肥

満をおこしやすくなるそうで

す。ではなぜ中年になると

飯田直樹君（スリウォンＲＣ）

高原敏廣君（三島ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

今日の料理

石井（司）君、内田君、杉山（隆）君、仲原君、服部君、原君、

米山君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２６/３５　　 　　　７４．２９%　　　　３２/３５　　 　　　９１．４３%

２８/３５　　 　　　８０．００%　　　　　　　　  　　　　　３６名

来週２５日は２７日（日）の家族会に変更です。未だ出席の

連絡をしていない方は、親睦委員までお返事ください。

委嘱状

　今日は何事も失敗を恐れず

前向きになろうというお話しをし

ょうと思いますが、これは皆様

ではなく、日ごろ自分自身に云

い聞かせている事なので軽く

受けとめて下さい。皆様もご存

じの様に、名だたる企業を育て

た経営者や管理者の中には、

米山梅吉記念館委員会委員　矢岸貞夫君

米山梅吉記念館委員会運営小委員会　加藤正幸君



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

親睦委員会 遠藤修弘君

ビジター 窪田　明君（三島西ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

開催日　　平成２８年１月１５日金曜日　　　　ブケ東海三島

出席義務者　鈴木政則・石井邦夫・矢岸貞夫・中山和雄・

　　　　　　　　　岡良森・加藤正幸・服部光弥・兵藤弘昭・

　　　　　　　　　内田憲一・石井和郎・杉山順一・米山晴敏

オブザーバー　山本ガバナー補佐　土屋事務局　

　　　　　　　　　 矢岸ＩＭ実行委員長

司会者　　石井邦夫

鈴木会長、山本ガバナー補佐挨拶。２月２０日・ＩＭについ

て矢岸実行委員長からのスケジュール説明と役割分担の

説明及び決定事項の承認。

１・配付資料の説明

スケジュール表・ＩＭ式次第・役割分担表・ＩＭ関係資料・   

実行予算案・実行委員会構成表・講師プロフィール。　

２・テーマについて

『コミュニケーション力を高め、仲間を増やそう』が正式テーマ。

３・スケジュール表について

当クラブ会員は９:３０にロビー集合、役割分担確認後、リハ

ーサル。

４・プログラムについて

登録受付　１２：３０～１３；００　全体会議　１３：００～１４：００　　

記念講演　１４：１０～１５：１０　懇親会　　１５：２０～１７；００　　

５・予算について

収入　２６０名　　1,500,000

支出　　　　　　　1,500,000

６・その他　　　

ＩＭ実行委員会作成のスケジュール案、予算案、役割分担

案等全て承認。細かな点、変更及びＩＭ成功に必要事項

は矢岸ＩＭ実行委員長とＩＭ委員会に一任することが承認

された。

第７回理事役員会報告

　　　　　

出席委員会

広報委員会

委員長　石井和郎君

中山和雄君：家族会お世話になりました！また4月10日の地区

協議会の出席義務者の皆さんよろしくお願い致します。

兼子悦三君：孫の大学の入学式で今日東京に行って来ました。

最近は名門大学でも学生数が増加しています。こんなに学生

を増やしてどうするのでしょうか？

山本良一君：毎年皆様よりすばらしいバースデーソングのプレ

ゼントをいただき決して家庭では体験できないプレゼントに感

謝いたしております。ロータリー活動もガバナー補佐という役目

をいただき、記念すべき年度となりました。皆様の御協力をい

ただき、残りもあと3か月です。よろしく願います。ありがとうござ

います。

中村　徹君：27日の家族会、親睦委員長さんはじめ委員の皆

様お疲れ様でした。お肉を一杯ごちそうになりおなか一杯にな

りました。ありがとうございました。

石井邦夫君：３／２７（日）の家族会は大変楽しかったです。親

睦委員会の皆様ご苦労様でした。特に担当の遠藤様、楽しい

ひとときをありがとうございました。韮山南條の山を歩きながら

少し早い春を感じました。

山口辰哉君：先日の家族例会、孫を含めてお世話になりました。

50年前からの伊豆の文化「バーベキュー」本当に久しぶりに楽

しみました。

土屋　巧君：4月1日エイプリルフールですが、本日卓話です。

ウソの無いようにお話させて頂きます。

石井和郎君：親睦のみなさん、家族会ご苦労様でした。

遠藤修弘君：みなさん、家族会参加いただきありがとうございま

した。さくらが咲いていなかったのが少し残念でしたが、青汁を

飲み健康的になったところのバーベキュー、楽しかったですね。

原君の反射炉のガイドも最高でした。原君ありがとう。

仲原実圭君：今日はエイプリルフールです。ゴルフ同好会第99

回ゴルフコンペのお知らせです。優勝はハワイ旅行です。4月

12日函南ゴルフ倶楽部です。８：１５集合、９：０３富士コースＩＮ

スタートです。

スマイルボックス

ロータリー財団セミナー報告

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

米国サンディエゴで開催されたロータリー国際協議会で、ジ

ョン F ジャーム会長エレクト（米国テネシー州、チャガヌー

ガ・ロータリークラブ所属）が講演し、次年度のテーマ「人類

に奉仕するロータリー」を発表しました。

ロータリー創始者ポール・ハリスが「人生の最大の目的は人

類に奉仕すること」と信じていたことに触れ、ロータリーの一員

であることはそのための「大きな機会」だとジャーム会長エレ

クトは述べます。「ロータリーを通じて社会に貢献する大きな

機会、人類へのロータリー奉仕を通じてより良い世界を築く

機会なのです」

発展途上地域におけるきれいな水の提供、紛争地域での平

和推進、基本的教育と識字率向上を通じた人びとのエンパ

ワメントなど、世界中のロータリー会員はさまざまな奉仕活動

にあたっています。その中でも特に重要なのがポリオの撲滅

であると強調した会長エレクトは、ナイジェリアとアフリカ全土

における野生型ポリオウイルスの感染抑止という昨年の歴史

的できごとにも触れました。ナイジェリアがポリオ常在国リスト

から除外された現在、常在国はアフガニスタンとパキスタン

のわずか2カ国。ポリオが撲滅されれば、人類史上撲滅され

た病としては天然痘に続き2番目となります。

「ロータリーは今、岐路に立っています。来年度は、世界で最

後のポリオ症例が報告される年となるかもしれません。そうな

れば、ロータリーの歴史において最も重要な年となります」と

ジャーム氏。いずれポリオ撲滅が実現したときについて、今

から準備しておくことが極めて重要だと訴えます。「ポリオ撲

滅におけるロータリーの貢献を十分認識してもらうにはどうし

たらいいか。この成功を、その後数十年にわたって、他団体

との協力、会員増強、より野心的な奉仕活動にどうつなげて

いくか、ということです」

さらに、出席したガバナーエレクトに向け、ポリオ撲滅でロー

タリーが果たした役割についてクラブと地域社会で情報を広

げるよう呼びかけました。「社会貢献をしたい人たちが、ロー

タリー入会こそが世界を変える方法だと考えるようにすること。

そのためには、クラブにその機会を提供する用意がなければ

ならないのです」

ロータリーのイメージ向上だけが会員増強の方法ではない、

と会長エレクト。「ロータリーがさらに前進するには、意欲と思

いやりと知恵にあふれた人たちがもっと必要です。若い人たち、

退職後間もない人たち、現役で仕事している人たちが皆、ロ

ータリーに入会して活動したいと感じるような、柔軟性のある

クラブが必要なのです」

次年度テーマは「人類に奉仕するロータリー」　

「医・農・食・楽からの提言」

卓話

〇小中学校時代　　　

遊び好きで学校には一番乗り。他には得意なものも無く成

績は中の中。

〇高校時代

相変わらず運動大好き。成績も中の中。目立たない存在。

大学進学のエレベーターに乗れず、大学浪人生活へ。

〇浪人（１年）

東京が楽しくて、大学受験どころではなかった。

〇専門学校時代

税理士の憧れも無いまま専門学校入学。簿記２級はとって、

とりあえず卒業。しかし、税理士の道には程遠い。２つ目の

専門学校に入り、簿記１級を何とか取得。１級合格者は新

聞にも掲載されるくらいなので、ちょっと天狗になる。

〇就職

１級受かったことで天狗になり、税理士試験をなめてかかる。

結果、２科目合格の予定が１科目しか受からないまま、都

内の会計事務所に就職。バブル期の凄まじい状況を税

務会計の中で見ることに。３年経っても試験に１つも合格し

ない為、ある正月に衝動的に事務所を辞める。引き止め

にあって、実際辞めたのは夏場に入ってから。その年の税

理士受験を棒に振る。

〇再び専門学校にそして大学院へ

税理士受験を再開。ある先生から大学院受験を勧められ、

わからないまま受験してみることに。大学院受験１発目は

失敗に終わるが、２回目は辛くも合格。これにより税法３科

目免除確定。通算４科目になり、あと１科目。大学院に通う

傍ら専門学校の講師と教材作成のアルバイト。この年の夏、

ダメもとで税理士の残り１科目受験。落ちたと思って、９月

からの授業に参加していたところ、１２月の発表で合格が

判明。（職員室で疑惑の合格と言われました）

（　※　税理士試験は必修科目も含め５科目合格。現在

の税理士の中では５科目合格者は全体の10％以下と言

われています）

 このように、紆余曲折しながら税理士になりました。周りに

いた先輩・友人・先生などからのアドバイスが無ければ今

の自分はおりません。このような人間ですが、皆様、今後

もよろしく。今日の料理

卓話 土屋　巧君「自分の履歴について」

原　兄多君

ご結婚おめでとう委嘱状

米山梅吉記念館運営委員　遠藤修弘君


